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石
橋
地
区
消
防
組
合
で
は
、
上
三
川
分

署
の
１
台
を
含
め
て
４
台
の
救
急
車
を
配

備
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
管
内
で
は
、

平
成
１７
年
に
３
、４
２
１
件
の
出
動
が
あ

り
ま
し
た
（
１
日
平
均
約
９．３
件
の
出
動
）。

町
だ
け
の
出
動
で
も
８１６
件
と
管
内
の
２４

％
を
占
め
て
お
り
、
出
動
件
数
が
多
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
を
、
救
急
搬
送
傷
病
程
度
別

に
見
る
と
、
重
症
（
完
治
ま
で
に
１
か
月

以
上
か
か
る
も
の
）
１２
％
、
中
等
症
（
完

治
ま
で
に
２
〜
３
週
間
か
か
る
も
の
）
４３

％
、
軽
症（
完
治
ま
で
に
１
週
間
の
も
の
）

４２
％
、
死
亡
２
％
、
そ
の
他
１
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
来
は
重
症
者
を
搬
送
す
べ
き
救
急
車

が
、
中
等
症
、
軽
症
を
多
く
搬
送
し
て
お

り
、
危
篤
や
重
篤
患
者
が
発
生
し
た
時
に
、

上
三
川
分
署
の
救
急
車
が
出
動
し
て
い
る

場
合
に
は
、
分
署
以
外
の
救
急
車
が
出
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
に

正
し
い
救
急
車
の
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。●

緊
急
性
の
高
い
病
気
、
ケ
ガ
や
事
故
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

●
軽
い
症
状
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
自
分

で
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

電
話
の
か
け
方

局
番
な
し
の
１１９
番
を
か
け
、
あ
わ
て
ず
、

左
記
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
通
報
は
�
�
６
８
５
３

（
消
防
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
﹇
石
橋
消
防
本
部
通

信
指
令
課
﹈
ま
で
）

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

・
指
示
さ
れ
た
応
急
手
当
を
、
確
実
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
救
急
電
話
で
連
絡
し
た
目
印
と
な
る
も

の
（
場
所
）
ま
で
、
救
急
車
の
出
迎
え

と
誘
導
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

�「
救
急
で
す
」
と
言
い
、
連
絡
者
の
氏
名

と
電
話
番
号
。

�
所
在
（
救
急
車
に
き
て
も
ら
う
場
所
）
と
、

目
印
と
な
る
も
の
。

�
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
、
ど
う
な
っ
た
か
、
現
在
の
容

態
。
患
者
さ
ん
の
性
別
、
年
齢
な
ど
。

�
救
急
電
話
を
か
け
る
ま
で
の
応
急
手
当

の
内
容
を
伝
え
た
う
え
、
救
急
車
が
来

る
ま
で
に
や
っ
て
お
く
こ
と
の
指
示
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

救急車の利用の仕方
救
急
車
が
到
着
し
た
ら

・
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
さ
ん

の
容
態
と
、
行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

を
伝
え
、
患
者
さ
ん
に
持
病
が
あ
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
病
名
を
伝
え
る
。

・
患
者
さ
ん
の
家
族
、
事
故
の
目
撃
者
は
、

救
急
隊
員
に
同
行
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
、
従
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

病気、ケガ、事故等

●軽い症状の場合

●風邪をひいた

●手や足をすりむいた

●歯が痛い

●首を寝違えた

●緊急性の高い病気、ケガ
●呼吸、心臓が止まっている
●激しい頭痛、胸痛、腹痛
●突然倒れ、呼びかけても
反応がない
●広範囲のヤケド
●交通事故などの大きなケガ
●骨折して動けない
●大量出血したなど

落ち着いて
判断する

�平日の受診時間は…
かかりつけ医へ

�休日・祝祭日は…
当番医へ

�夜間は…
休日夜間救急診療所

へ

１１９番通報
通報をした際には、下記のようなこと

を確認しておいてください

�救急隊到着までの容態の変化
�応急手当の内容
�持病があれば病名、かかりつけの病
院及び主治医名

広報かみのかわ １８．９．１ ６



も
し
も
の
と
き
の

「「「「「「「「
かかかかかかかか
かかかかかかかか
りりりりりりりり
つつつつつつつつ
けけけけけけけけ
医医医医医医医医
」」」」」」」」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

県
は
、
救
急
医
療
の
特
性
を
考
慮
し
、

県
民
に
で
き
る
だ
け
身
近
な
地
域
で
救
急

医
療
を
提
供
す
る
趣
旨
か
ら
、
県
内
を
１０

の
救
急
医
療
圏
に
区
分
し
、
初
期
・
第
二

次
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

町
は
、
宇
都
宮
医
療
圏
に
属
し
て
い
ま

す
。
宇
都
宮
市
が
設
置
し
、
上
三
川
町
、

河
内
町
、
上
河
内
町
が
参
加
す
る
宇
都
宮

市
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
で
、
主
に
軽
症

患
者
を
対
象
の
初
期
救
急
医
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

初
期
医
療
で
入
院
治
療
を
要
す
る
重
症

患
者
に
対
し
て
は
第
二
次
救
急
医
療
体
制

と
し
て
、
３
病
院
が
輪
番
で
病
床
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
主
に
複
数
の
診
療
科
に
わ
た

る
重
篤
救
急
患
者
を
対
象
と
し
た
、
第
三

次
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

５
か
所
の
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が

整
備
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
前
記
の
他
に
日
々
の
健

康
状
態
を
含
め
、
な
ん
で
も
相
談
で
き
、

病
状
が
重
症
化
す
る
こ
と
が
な
く
、
適
切

な
医
療
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
『
か
か
り

つ
け
医
』
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
休
日
や
夜
間
で
緊
急
の
受
診
を

必
要
と
す
る
場
合
は
、
休
日
の
昼
間
の
み

の
診
療
を
町
内
１１
医
療
機
関
の
協
力
に
よ

り
在
宅
当
番
医
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
に
際
し
て
は
、
緊
急
性
の
高
い
病
気

や
ケ
ガ
以
外
は
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
初
期
救
急
医
療
体
制

主
に
軽
症
患
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
第
二
次
救
急
医
療
体
制

主
に
入
院
治
療
を
要
す
る
重
症
患

者
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
第
三
次
救
急
医
療
体
制

主
に
複
数
の
診
療
科
に
わ
た
る
重

篤
救
急
患
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先＝

石
橋
地
区
消
防
組
合
上
三
川
分
署

�
�
２
５
６
４

健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係

�
�
９
１
３
２

９
月
４
日
か
ら
９
月
１０
日
は「
救
急
医
療
週
間
」で
す
�

心肺
停止

町
で
は
、
町
内
施
設
１７
か
所
に
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
配
備
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
筋
梗
塞
な
ど
に
よ
る
心

停
止
の
際
に
、
異
常
な
細
か
い
動
き
を
す

る
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
通
常

の
リ
ズ
ム
の
動
き
を
取
り
戻
す
装
置
で
す
。

町
で
は
、
各
施
設
に
配
備
し
た
も
の
以

外
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
貸
し
出
し
用
と

し
て
１
台
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利

用
の
際
に
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

（
�
�
９
１
３
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま

た
上
三
川
分
署
で
も
、
救
急
車
に
１

台
、
事
務
所
に
１
台
用
意
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
が
、
心
肺
蘇

生
法
を
受
講
す
る
と
、
よ
り
効
果
的
か
つ

安
全
に
使
用
で
き
ま
す
。
講
習
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
上
三
川

分
署（
�
�
２
５
６
４
）で
受
付
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
即
対
応
と

い
う
と
き
に

三次救急医療体制

●足利赤十字病院救命救急センター
●大田原赤十字病院救命救急センター
●独協医科大学病院救命救急センター
●自治医科大学附属病院救命救急センター
●栃木県救命救急センター
（済生会宇都宮病院併設）

二次救急医療体制
（輪番制）

●独立行政法人国立
病院機構国立栃木
病院
●済生会宇都宮病院
●宇都宮社会保険病
院

初期救急医療体制

平日の夜間

午後７時３０分～
翌日午前７時

宇都宮市夜間休日救急診療所（内科・小児科・歯科）
�０２８（６２５）２２１１

※歯科のみ夜間は午前０時まで

休日の夜間

午後７時３０分～
翌日午前７時

休日の昼間

午前９時～
午後５時

午前９時～午後５時
在宅当番医制

市町名

宇都宮市

河内町

上河内町

上三川町

医
療
圏

宇

都

宮

設置
台数

１

２

１

１

１

１

７

３

１

配備施設

老人福祉センター

保健福祉センター
（貸し出し用含む）

農村環境改善センター

体育センター

中央公民館

図書館

小学校

中学校

上三川町庁舎

７ 広報かみのかわ １８．９．１


